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３５．インジウム（Iｎ） 
 
３５．１ マテリアルフロー分析 
 

インジウムは亜鉛・鉛鉱石、錫鉱石などのバイプロとして生産されるが、埋蔵

量としては銀や水銀等よりも多いと言われている。 
2004 年のインジウム供給量は、国内生産量（同和鉱業及び日鉱金属）70ｔ、

輸入量 421ｔ、スクラップ再生量 230ｔの合計 721ｔと推定した。2004 年におけ

る日本のインジウムの輸入先は中国が 299ｔ、米国が 27ｔ、カナダが 35ｔ、CIS
が 20ｔとなっており、中国が総輸入量の約 70％を占めている。 
 中国で 2001 年 7 月に起きた鉱山事故により、広西壮族自治区南淡県にある多

くの鉱山が休鉱になったため、インジウムの供給量は急激に落ちる予想であった

が、価格低迷時に残っていた中国国内のストックや長期に放置されていた亜鉛ス

ラグからの回収等により供給の落ち込みは比較的少なく、日本への供給量は 2003
年及び 2004 年には逆に伸びている。2002 年まではフランスからの輸入量も 40
ｔ以上あったが、Metaleurope 社の閉鎖により、急激に落ち込んでいる。 
 日本は中国に次ぐ世界 2 位のインジウム生産国であった。国内唯一の亜鉛・鉛

鉱山である豊羽鉱山及び輸入鉱のバイプロから 2004 年には年間 70ｔを生産して

いた。ところが、豊羽鉱山は 2006 年 3 月に閉山が決定され、国内鉱からのイン

ジウム生産はなくなり、全量輸入亜鉛鉱の副産物からの生産に切り替わることが

決定された。また、最大の供給国の中国も、環境問題から多くの亜鉛鉱山が閉山

になったため、急速に伸びている透明電極用 ITO ターゲット材需要を背景に高騰

が続いている。 
 日本のインジウムの需要は世界最大で、表 1 に示すとおり、2001 年以降年率

10～30％の割合で拡大しており、2004 年も 541ｔと前年比 29％増の伸びを示し

ている。これは、全体の需要の８割以上を占める透明電極用 ITO ターゲット材向

けに急拡大しているためである。すなわち液晶ディスプレイ、プラズマディスプ

レイパネルなどの薄型ディスプレイの大型化と市場拡大に伴って、透明電極用

ITO ターゲット材向けインジウム需要が急拡大しており ITO を中心としたイン

ジウムの需要は今後とも拡大していくと見られる。一方、大型ディスプレイ分野

では価格の割安なリアプロが米国を中心に販売量を伸ばしていること、韓国メー

カーも急激に液晶の生産を拡大させていることから、一部サイズでは液晶価格の

値崩れが起き始めている。 
 日本ではある社は液晶パネルからテレビまでを一貫生産する工場の第一期生産

ラインを 2004 年１月に本格稼動させたのに続いて、2005 年 4 月には第 3 ライン

を稼動させ 40 インチ型、50 インチ型の超大型パネルを量産する社がある一方で、

プラズマディスプレイから撤退し同業他社に売却を決める等淘汰も始まっている。 
 透明電極用 ITO ターゲット用途以外ではボンディング材、化合物半導体、蛍光

体、低融点合金などがあるが、液晶にも使用されるボンディング材を除き、ほと

んど需要の変化はない。 
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 2004 年の需給バランスは、供給が需要を 180ｔ上回るとみられるが、実際には

ITO ターゲットメーカー、商社等が在庫しているとみられる。 
 また、豊羽鉱山が 2006 年３月末で操業を休止するため、安中精錬所での精錬

再開や、ITO からのリサイクルが始められることも特筆すべき事柄である。 
 
           表１ インジウムの日本の需給（ｔ） 

 2000 年 2001 年 2002 年 2003 年 2004 年 
＜供給＞         
 国内生産量     50     55     60     70     70 
輸入量    131   171    140    264    421 
スクラップ再生量        127    158    160    230  
供給計    188    353    358    494    721 
＜需要＞            
 透明電極    100    260    300    360    470 
  ボンディング     18     19     21     25     35 
 化合物半導体      5     17      7      7      7 
 蛍光体      6      8      8      8      8 
 低融点合金      6      6      6      6      8 
 ベアリング      1      1      1      1      1 
 電池材料      6      5      5      5      5 
 歯科合金      3      3      3      3      3 
 その他      3      4      4      4      4 
需要計    148    323    355    419    541 
注：2000 年の需給量にはスクラップ再生量は含まない。 
（工業レアメタル 2003、2004、2005） 

 
３５．２ リサイクルの現状と評価 
 
 国内の需要の 30％以上をスクラップ再生品が占める。スパッタリング材は、使

用後にターゲット製造メーカーに戻され再生品として使用される。 
 今まで最終製品である液晶ディスプレイからのインジウム回収はほとんど行わ

れていなかった。これは ITO がガラスにスパッタリングされた場合、15 インチ

の液晶パネルでインジウムは合計で約１g しか含まれておらず、また、技術開発

からインジウムの量が更に減る傾向にあるため、経済的に考えてパネルからのリ

サイクルは採算に合わないためである。 
 しかし、新日鉱グループの豊羽鉱山が、鉱量枯渇のため 2006 年 3 月で創業を

休止する。これにより年間 30ｔのインジウムの供給がなくなるが、ITO ターゲッ

トのリサイクル向上により供給が補われる予定である。東邦亜鉛は 2005 年 11 月

から 19 年ぶりに安中精錬所でインジウムの生産を再開する。また、シャープで
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はパネルからのリサイクルを行う予定である。 
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